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Ⅴ．特記事項 

 

1．助産師教育と看護師教育 

助産師の業務の中には、看護業務が内在していることから助産師教育は基本的には看護

師の基礎教育をベースにして、その上に積み重ねていくべきである。このため、指定規則

等でも助産師教育は看護師教育の上に積み上げられるものとして位置づけられている。 

 本学では看護学校・養成所を卒業している者、または卒業見込みの者を対象とした助産

師の資格取得をめざす 1 年制の別科を設けている。 

 この別科では、医療現場での実習を中心に、分娩介助や妊産婦対象の保健指導、育児指

導、また思春期や更年期の女性に対するサポート等、母子保健全般にわたるケア能力を身

につける教育を行っているが、特徴としては学部との連携を重視している。特に学部の母

性看護学領域と連携を重視して教育に当たっており、同キャンパス内にあることから、年々

内部進学希望者が増加している。 

 学部の中で助産師課程を選択する学生は、助産師教育が過密になるばかりでなく、看護

師教育も圧迫される、履修希望者が多いにもかかわらず履修できる者が制限されること等

が課題であり、その点では別科にメリットはある。 

 他方、今後は助産師課程を再編し、学部（4 年間）で教育できないか検討していきたい。 

 この理由は、学生・社会の要望が大きいためである。近年、助産師教育の一部が大学院

や専攻科にシフトする一方で、引き続き学部の 4 年間で教育してほしいという声も年々強

まっている。本学が位置する北関東では、学部で助産師国家試験受験資格を取得できる大

学がいくつかあるが、どこも学部の助産師課程の枠が履修希望者に比べ非常に少なく、学

生・社会の要請に応えきれていないと聞く。 

 本学の現在の別科助産師課程でも、「経済的な理由等で学部の 4 年間で助産師国家試験

受験資格を取得したかった」という意見がある。 

 本学はこうした学生・社会の切実な要請にどう応えていくか検討していきたい。 

 

2．栄養学科の国家試験対策 

栄養学科 4 年生のほぼ全員が受験する管理栄養士国家試験においては、学科が一体とな

って、きめ細やかな対策を行うことで全国平均レベルの合格率を維持してきている。 

具体的には、学科長をトップに、教授、准教授、学科主任、4 年生の担任・副担任が主

な方針を決定し、栄養学科教員へ伝達する等、栄養学科全体で指導体制を組織している。

同時に、助教以上の教員も少人数（3-5 名）国試対策ゼミを担当するとともに、学習面のみ

ならず心と体のサポートを行っている。また、模擬試験の結果（直近 3 回の平均）に基づ

き学生の習熟度別のクラス分けを行い、学生の状況に応じた指導方法をとっている。 

なお、栄養学科でも PDCA サイクルを強く意識しており、教授会、学科会議、国家試験

にかかる会議等を通して、学科全体で情報共有をするとともに、模擬試験結果の分析を踏

まえた指導方針等を随時決定することでさらなる国家試験対策の強化につなげている。 

  


